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119番通報
状況 「救急です。救急車をお願いします。」

「○○市○○番地○○（施設名）の○階です。」
症状 「○○が原因で、○○の状態です。」

軽症の場合はタクシーを利用する

救急隊員との連携
屋外まで救急隊員を迎えに行く（非常時の搬送経路はあらかじめ定め
ておく）
救急隊員に経過を報告する（救急車に同乗しない場合は医療機関名
を確認する）
従事者に医師・看護師がいるときは同乗する

家族への連絡
「○○○（施設名）にて、○○さんが怪我をされました。
救急車で○○病院に向かいます。状態は○○です。」

処置が必要

事故発生

意識・脈・呼吸あり
身体状況（痛みなど）、事故原因を聴取しメモをとる

意識・脈・呼吸なし
AEDの使用、人工呼吸、心マッサージ

安全な場所に移動
経過観察

程度確認
処置の要否

処置は不要

（1） 緊急時対応のフロ－の例 

 

（2） 救命の連鎖 

心肺停止後3分以内に救命処置が行われなければ、50%の者が死亡するといわれている。救命のために

は、救急車到着までの間、現場でのいち早い応急手当の実施が不可欠である。従事者は、以下の救命の

連鎖をよく理解し精通していることが必要である。 

 早い通報 

 早い応急手当 

 早い救急処置 

 早い医療処置 


